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「本館正面」
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このたび、政府の行政改革の一環として、本年4月1日付で独立行政法人国立女性
教育会館が発足しました。昭和52年7月の国立婦人教育会館の設置から23年9か月、
これまで賜りましたご厚情に感謝し、引き続きご指導とご支援をお願い申し上げま
す。
平成13年4月1日には、文部科学大臣から独立行政法人国立女性教育会館が、今
後5年間において達成すべき業務運営に関する目標である「独立行政法人国立女性教
育会館の中期目標について」指示があり、同日付けで当会館から当該中期目標を達
成するための計画である「独立行政法人国立女性教育会館の中期計画」及び「独立
行政法人国立女性教育会館の業務方法書」の認可申請を行い、4月2日付けで承認を
得ました。また、4月4日付で「独立行政法人国立女性教育会館の業務運営に関する
計画（平成13年度）」を提出しました。
法人は、文部科学大臣が指示した中期目標（期間5年間）に基づき業務を運営しま
す。この目標では、女性教育に関するナショナルセンターとして期待される役割を
果たし男女共同参画社会の形成に資すると共に、行政改革の目的にてらした国民の
ニーズに応じたサービス、業務の効率性など効果的・効率的な行政効果が期待され
ています。
平成13年度事業計画では、新たに「女性の学習関心と学習行動に関する国際比較
調査」及び「国際女性情報処理研修」を企画・実施すると共に、「女性のエンパワー
メント支援セミナー」、「女性情報国際フォーラム」等新たな内容の事業を行う予定
です。
施設・設備については、より快適で充実した利用に対応できるよう計画的に補
修・改築等に努めます。
これまで、宿泊利用を原則としつつも幅広い生涯学習活動への便宜として日帰り
利用を受け入れておりましたが、今回の独法化に当たり法人の目的に即した利用を
損なわない範囲で施設の一般利用が認められました。また、親や教師等が引率・同
行する高校生等の男女共同参画意識の形成に資する利用プログラム（女性問題や教
育問題の研究会、総合的な学習、修学旅行等）による利用や相談を積極的に受け入
れたいと思います。
女性教育関係者等への研修・交流、女性教育・家庭教育に関する専門的な調査研
究、女性に関する情報の収集・提供事業の充実、女性関連施設等との連携を図り、
国内外の関係機関・団体等とのネットワーク拠点としての機能の強化を更に進めて
まいります。
職員一同、業務運営の充実に一層努力して参りたいと思います。皆様方の更なる
ご指導、ご協力とご支援をお願い申し上げます。
大　野　　曜独立行政法人国立女性教育会館理事長
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▲開会式
1月24日（月）から28日（金）の間、「NWEC（国立女性教
育会館）アドバンストコース」を開催しました。参加者は全
国の行政担当者、女性教育・家庭教育に関するリーダー等
105名（女性：88名、男性：17名）でした。
この研修は、男女共同参画社会の形成に向け、女性教
育・家庭教育に関する事業の企画・立案に必要な専門的知
識・技術の修得及びジェンダーに敏感な学習に資する実践
的な研修であり、全プログラム修了者には、国立女性教育
会館名の修了証書を授与しました。
内容としては、「男女共同参画行政」「男女共同参画社会
の形成に向けた教育・学習の課題と方策研究」「今日的課
題」「教育・学習の方法」「まとめ・評価」を柱として、
「気づき」と「振り返り」「評価」のプロセスを学習の中心
に据え、講義・討議、ワークショップ等、さまざまな学習
方法を取り入れました。
なお、平成7年度から始まった「アドバンストコース」
は平成12年度で終了しました。平成13年度からは、新た
に「女性のエンパワーメント支援セミナー」を開催します。
国立女性教育会館は、地域における男女共
同参画社会の形成をめざした生涯学習の推進
と、広域的な施設間のネットワーク形成の充
実を図ることを目的とした男女共同参画学習
推進フォーラムを平成13年1月27日（日）に
和歌山県女性センターと共催で実施しました。
「フォーラム・21世紀の男女共生社会きの
くに「癒し」のネットワーク」をテーマとし、
ネットワーク会場からの報告、ネットワーク
トーク、基調講演「21世紀男女共生社会づく
り」、対談「和歌山県を全国のモデルに」を実
施し、女性と男性のパートナーシップ、条例
の果たす役割について会場の皆さんと考えま
した。会場からの提言もあり、充実したフォ
ーラムとなりました。
▲ワークショップ
国立女性教育会館では、2月3日（土）、ヴァイ
オリニストの黒沼ユリ子氏を講師として、公開
講演会「私とボランティア活動－教育こそボラ
ンタリィ精神で－」を約600名の参加者を得て、
行いました。
黒沼氏は講演の中で、1975年にメキシコで
開催された国際婦人年世界会議の様子や、それ
以降の女性の生き方について日本とメキシコ社
会を比較し、人を育てることが国としても民族
としても最大の責務であると語りました。そし
て、豊かさとは何か、ボランティア活動とは何
かについて、参加者との意見交換を行い、それ
ぞれが自分の生き方を考えるよい機会となりま
した。
▲黒沼ユリ子氏
事業の実施報告
男女共同参画学習推進フォーラム
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オランダにある国際女性運動情報・資料セン
タ （ーIIAV）からマージェット・ドゥーゼ氏、カ
ナダ国際開発センタ （ーIDRC）のイーディス・ア
ディーラ氏をケニアから招いて、3月16日（金）
に女性情報セミナーを開催しました。このセミ
ナーは女性情報に関する国際的な活動を行って
いる機関より専門家を招聘し、その機関の活動
内容について情報提供を受けると共に、女性情
報と情報コミュニケーション技術（ICT）をテー
マに意見交換を行い、今後の情報事業に反映さ
せることを目的としたものです。女性教育シソ
ーラス調査研究会のメンバー及び女性関連施設
の情報担当者が参加し、短い時間ながら充実し
たセミナーとなりました。
国立女性教育会館は2月25日（日）に東京都杉
並区のセシオン杉並において東京都教育委員会
と共催でヌエック（女性教育会館）公開シンポジ
ウムを行政担当者、団体・グループ関係者、研
究者等123名の参加を得て開催しました。プロ
グラムは「少子化社会の子育てのゆくえー広が
る子育てサークル－」、「『国立女性教育会館研究
紀要』第4号入選論文報告会」の2部構成としま
した。子育てサークルの活動を対象としたアン
ケート調査結果をもとにした結城恵群馬大学助
教授のコーディネートによるシンポジウム、研
究紀要入選論文「刑事司法とジェンダー」（報告
者：宮園久栄）の報告と大沢真理東京大学教授
の講評が行われ、女性や家族を取り巻く課題に
ついて理解を深める内容となりました。
男女共同参画社会の形成をめざし、地域の実情と人々の学習要求に応じた生涯学習の推
進と、広域的な施設間のネットワーク形成の充実を図るため、地域においてフォーラム等
を実施する「男女共同参画学習推進フォーラム」を開催します。本年度は、川崎市男女共
同参画センター、新潟県生涯学習推進センター、鳥取県男女共同参画センター、香川大学
生涯学習教育センター・香川県教育委員会・高松市教育委員会の４機関で実施します。開
催日等については、次号にてご案内いたします。
平成13年8月24日（金）～26日（日）の間、2泊3日で「平成13年度女性学・ジェンダー
研究フォーラム」を開催します。
本年は主題を「21世紀の男女平等・開発・平和－働いて生きる」とし、女性と男性が共
に働いて生きることの現状と課題、その解決方法等について、パネルディスカッション、
全国から応募したテーマワークショップ（48件）と自由ワークショップ（60件）、企画委員
・国立女性教育会館によるワークショップを実施します。
日程・申込方法等詳しくは、事業課まで。
事業の実施報告
事業予告・募集
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10月19日～21日に、ヌエック2001・全国交流フェスティバルを開催いたします。これにとも
ない、日頃の学習・活動の成果を発表する場として自由企画プログラムを募集します。この機会を
活用し全国に向けて情報発信してみませんか。参加は2泊3日の宿泊を原則とします。報告・発表、
ワークショップ、ステージ発表、実技体験、展示等、たくさんのご応募をお待ちしています（締切
6月23日）。詳しくは、事業課まで。
7月24日（火）～26日（木）2泊3日の日程で、「教師のための男女平等教育セミナー」を開催しま
す。
このセミナーにおいては、「ジェンダーに気づくこと」「学校の中をジェンダーの視点で見直すこ
と」「男女平等教育推進のための課題・方策研究」により実施し、男女平等意識を高める教育の推進
を目的としています。また、実践に結びつくセミナーとするために、講義・ワークショップ・討議・
事例報告等多様な内容になっています。教育委員会指導主事、幼・小・中・高等学校の管理職・教
師等の皆様の参加をお待ちしています。詳しくは事業課まで。
平成12年度に国立女性教育会館で実施した研修・交流・情報・調査
研究の各事業の実施概要および成果を「平成12年度ヌエック（国立女
性教育会館）主催事業実施報告書」としてまとめました。研修事業の
「ヌエック（国立女性教育会館）アドバンストコース」、交流事業の「女
性学・ジェンダー研究国際フォーラム」、調査研究事業の「女性のエン
パワーメントのための生涯学習拡充方策に関する調査研究」の他に、文
部科学省の委嘱を受けた「エル・ネット家庭教育セミナー」についても
掲載しております。
この報告書は、各都道府県・指定都市教育委員会、女性教育施設、女
性関連団体、社会教育・生涯学習センター等に配布することとしており
ます。
平成12年8月3日（木）～6日（日）の間、「女性2000年会議」の成
果を受けて開催した「2000年女性学・ジェンダー研究国際フォー
ラム」の成果をまとめたものです。「基調報告　女性2000年会議
の成果と戦略」、8つの国際ワークショップと「国際シンポジウム
21世紀に向けての男女平等・開発・平和」の概要と、全国から応
募のあった104件の自主企画ワークショップの概要を掲載してい
ます。
本書は、ワークショップ運営者、都道府県等教育委員会、女性教
育関係施設および女性団体、その他関係機関等に配付しました。
事業予告・募集
調査研究資料の作成
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平成13年4月1日から、独立行政法人国立女性教
育会館へ移行されたことを機に、会館ホームページ
を更新いたしました。今後も使いやすさはもちろん
のこと、見やすく、楽しいホームページとなるよう
工夫に努め、様々な情報を発信して参りますのでご
利用ください。また、ご意見、ご感想などございま
したらお聞かせください。なお、内容は以下のとお
りです。
①　トップページからご希望の情報への移動を、フ
レーム機能等を取り入れたことにより、容易にで
きることになりました。また、他のページからも
同様に移動できます。
② 「新着情報」を設けたことにより、一目で様々な
情報の発信、更新をわかるようにしました。
③　主なページにキャラクターを登場させ、親しみ
のある。楽しいページとなるようにしました。
調査研究資料の作成
ことばの基礎知識
国立女性教育会館では平成10年度から文部科学省の委嘱を受け、3年計
画で「男女共同参画の視点に立った家庭教育推進方策に関する調査研究」
を実施してきました。これは、幼児期から性別にとらわれず、一人一人の
多様な個性や人権を尊重し、男女共同参画を高める意識や価値観を育む家
庭教育推進方策の在り方について調査研究を行うことを趣旨としたもので
す。このたび研究の経過、全国7ヶ所で実施した実験プログラムの成果、
研究から明らかになった課題と今後の展望などをまとめた報告書を作成し
ました。
この報告書は、各都道府県・指定都市教育委員会、女性教育施設、女性
関連団体、社会教育・生涯学習センター等に配布することとしております。
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「情報ください」と書かれただけのＥメールが届くことがあります。文面が何もないＥメールが
届くこともあります。
ボランティアを始めたい人に、活動の情報を得られるところをご紹介するのが、私たちの窓口で
すから、「お住まいの地域か活動できる地域、希望する活動などがあればお知らせください」と返信
を入れます。これで、ほとんどの方が何らかのコメントを再送されてきます。そして、手話講習を
行っている社会福祉協議会を紹介したり、さまざまな活動情報を持っている県民活動サポートセン
ターを紹介したり、ご希望にそうようお調べしていきます。
Ｅメールでの相談は、24時間いつでも送信できますので、便利に利用していただけると思いま
す。また、電話やファックスは、9時から17時までですが、土曜日曜も相談を受付していますので、
平日忙しい方にもご利用いただけます。（相談員）
男女共同参画社会の形成の推進に資する教育・学習の充実を図る一環として、会館研修
棟１階にマルチメディア研修室を新設し、現在、利用開始に向け最終的な準備を行ってお
ります。
この研修室では、パソコン、50インチ大型
プロジェクター、デジタルビデオディスクプレ
ーヤ－、CSチューナ （ーエル・ネット受信用）
等の機器を使用しての研修ができます。
利用開始の時期及び利用の方法等については改
めてご案内させていただきます。
また、今回のマルチメディア研修室新設に合
わせて、マルチメディア研修室の画像データを
大研修室（101研修室）でも見ることができる
ようになりました。詳しくは事業課までお問い
合わせください。
ボランティアコーナー
全国ボランティア情報提供・相談窓口から
ボランティアグループ「ヌビック」とは、会館に個人登録またはグループ登録している
ボランティア同士の集まりです。加入は任意としています。ボランティア同士の連携を図
ること及び会館との連絡調整をしております。会館ボランティアの活動の始まりは会館当
初までさかのぼります。会館内に“野の花を
いける”というボランティア活動から徐々に
様々な活動へと展開してきました。会館ボラ
ンティアは、会館の理念や目的に賛同し、運
営に側面から応援歌を送る活動だと思ってい
ます。
依頼された活動をより充実したものにする
ためには、自らその内容を考え、企画するこ
とが大事だと思います。発見し、学び、それ
をまた活動に反映させます。
会館ボランティアの活動には限りない自己
の学習の拡がりが秘められているのです。あ
なたも一緒に活動し、このヌビックの仲間に
なりませんか？
ボランティアグループ「ヌビック」
▲ボランティア主催による新年会で会館職員と記念撮影
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7～8日・12日～14日
（財）豊島区勤労者福祉センター
●ヌエックカレンダー
主な利用団体（平成13年1～4月）１月
２月
３月
「学校におけるジェンダー・フリー」
編 集 後 記
学校教育の場で、
男女混合名簿の採用
を初めジェンダー・
フリーの視点を入れ
た取り組みがどのよ
うに行われているか、
また今後の課題につ
いて考える資料を一
階エントランスホー
ルに展示中ですので
是非ご覧ください。
＊展示資料例
「学校をジェンダー・フリーに」
「男女平等教育に関する学習ガイドブック：ジェンダ
ーフリーな教育環境づくりのために」
「ジェンダ ・ーセンシティブからジェンダー・フリー
へ：ジェンダーに敏感な体験学習報告集」ほか
●展示コーナー
巻頭の当会館大野理事長の記事にありますとおり、「独立行政法人国
立女性教育会館」が発足いたしました。ヌエックニュースにおいては、
会館が行う様々な事業、調査研究の紹介はもとより、特に利用に際し
て必要な施設の紹介を今年度は掲載していきますのでご覧下さい。
例年のとおり、13年度最初の号ということで、「事業計画」を掲載
しております。交流事業においては、新規に「女性情報国際フォーラ
ム」を行います。公開講演会は本年度2回開催いたします。ご参加を
お待ちしております。
今年度のヌエックニュースの表紙は、当会館事業課の職員である小
輪瀬護安さんが描く会館内の風景画が飾ります。写真では表現できな
い会館を描くようお願いしてありますのでお楽しみください。
ヌエックニュース第93号
平成13年5月15日発行
編集発行　国立女性教育会館
〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷728
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●利用案内
宿泊棟1階大浴室・小浴室の改修を行いました。これにより、
浴槽、シャワー・水道蛇口設備、壁面、天井板などが新しくな
ったほか、脱衣所の壁の塗装や籐製敷物の交換も行われまし
た。これ以外にも脱衣所にスロープと手すりを新たに設置し、
今まで以上に使いやすい施設といたしました。
【浴室の施設概要】
○大浴室
浴槽１／シャワー付き水道蛇口（スタンドタイプを含む）
16／個室シャワー１／トイレ１／洗面台11
○小浴室
浴槽１／シャワー付き水道蛇口（スタンドタイプを含む）8／
個室シャワー1／トイレ1／洗面台6
※設置備品等：自動マッサージ機／体脂肪ヘルスメータ／ヘア
ドライヤーなど（浴室については、会館宿泊者数の状況によりご
利用できない場合がありますので御了承ください。）
※休館日（平成13年6月～7月）
6月11日（月）・18日（月）
7月 2 日（月）・16日（月）
休館日でも前日に宿泊した方は、朝食と午前10時までの宿泊棟の利用ができます。
電話やFAXによる申し込みの受付や利用相談も行っています。
【申し込み専用電話】 TEL：0493－62－6723
FAX：0493－62－6720
※女性教育情報センターの夜間開室
今年度も会館利用者の学習支援を目的として、開室時間の延長を行いますのでご利用下さい。
期間は7月20日～11月30日までの毎週金・土曜日、時間は午後9時までです。
※　全国ボランティア情報提供・相談窓口
【受付時間等】12月28日～1月4日を除く毎日　午前9時～午後5時
電話：0493-62-1131
FAX：0493-62-8185
E-mailアドレス：vol@nwec.go.jp
会館ホームページアドレス：http://www.nwec.go.jp/
（インターネットによる情報提供を会館ホームページから公開しています。）
お 知 ら せ
16日 埼玉県小学校家庭科教育研究会
2 ～ 3日
3 ～ 4日
13～15日
24～25日
26～28日
丸子町女性団体連絡協議会
喜連川町女性国内研修
JA高齢者福祉活動福祉コーディネーター養成研修会
埼玉県スポーツ指導者研修会
女性関連施設職員のための相談実務研修
（主催：全国女性会館協議会・国立女性教育会館）
1日
2日
3 ～ 4日
10～11日
女性のエンパワーメントのための男女共同参画学習
研究協議会（主催：文部科学省）
青年男女の共同参画セミナー研究協議会
（主催：文部科学省）
埼玉県学童保育実践交流会
熊谷市ろう者協会・熊谷手話サークル
４月
19～21日
25～26日
（社）国際婦人教育振興会
小布施町女性のまちづくり懇談会
